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で、あな亀轟骨密度』よ、_
平嶋値と比較した場合、少な低下が国主ちます.

ま発、間年代録人:こ 比べて標準憧以上としヽえます。
文夫な骨を作るために、置常生活を翼直し
バランス備よしヽ食事や適震な運動をf怒 籐11ま ましょう。 (013)
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